
JP 7045517 B1 2022.3.31

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B1) (11)特許番号　　
特許第7045517号

(P7045517)
(24)登録日　令和4年3月23日(2022.3.23)(45)発行日　令和4年3月31日(2022.3.31)

(54)【発明の名称】　模型部品、及び人形玩具

(51)国際特許分類
　   Ａ６３Ｈ 3/46 (2006.01)
　   Ａ６３Ｈ 3/36 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６３Ｈ 3/46 　　　Ｚ 　　　
　Ａ６３Ｈ 3/36 　　　Ｇ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-199430(P2021-199430)
(22)出願日　 令和3年12月8日(2021.12.8)

審査請求日　 令和3年12月8日(2021.12.8)
早期審査対象出願

(73)特許権者　 000135748
株式会社バンダイ
東京都台東区駒形一丁目４番８号

(74)代理人　 110003281
特許業務法人大塚国際特許事務所

(72)発明者　 中元  悠太
東京都港区芝五丁目２９－１１  Ｇ－Ｂ 
ＡＳＥ田町  株式会社ＢＡＮＤＡＩ  ＳＰ 
ＩＲＩＴＳ内

審査官　 宮本  昭彦

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
模 型 部 品 で あ っ て 、
第 １ の 部 材 と 、
前 記 第 １ の 部 材 を 収 容 し て 回 動 可 能 に 保 持 す る と 共 に 、 前 記 第 １ の 部 材 を 引 き 出 し 可 能 に  
構 成 さ れ た 第 ２ の 部 材 と 、
前 記 第 １ の 部 材 が 有 す る 軸 部 と 接 続 し 、 前 記 軸 部 回 り に 回 動 可 能 に 構 成 さ れ る 第 ３ の 部 材 と
を 含 み 、
前 記 第 １ の 部 材 の 前 記 第 ２ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 １ の 回 動 面 は 、 前  
記 第 ３ の 部 材 の 前 記 第 １ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 ２ の 回 動 面 と 直 交 し 、
第 ３ の 部 材 の 回 動 範 囲 は 、 前 記 第 １ の 部 材 が 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 引 き 出 さ れ た 場 合 に 拡 大  
さ れ る 、 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 １ の 部 材 は 表 面 に 第 １ の 段 差 を 有 し 、
前 記 第 ２ の 部 材 は 前 記 第 １ の 部 材 を 収 容 す る 開 口 部 の 内 壁 に 第 ２ の 段 差 を 有 し 、
前 記 第 １ の 部 材 は 、 前 記 第 １ の 段 差 が 前 記 第 ２ の 段 差 と 係 合 す る 位 置 ま で 引 き 出 し 可 能 に  
構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ の 部 材 と 前 記 第 ３ の 部 材 と の 接 続 部 分 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ の 部 材 の 前  
記 引 き 出 し に よ り 前 記 第 ２ の 部 材 の 外 側 に 露 出 さ れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 模 型 部 品 。

請求項の数　8　（全9頁）
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【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ の 部 材 の 引 き 出 し 方 向 は 、 前 記 第 １ の 回 動 面 の 法 線 方 向 で あ る 、 請 求 項 １ か ら ３  
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ５ 】
人 形 玩 具 の 関 節 部 を 構 成 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 関 節 部 は 、 肩 関 節 部 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ３ の 部 材 は 、 前 記 人 形 玩 具 の 腕 部 材 と 接 続 す る た め の 接 続 部 を 含 む 、 請 求 項 ６ に 記  
載 の 模 型 部 品 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 模 型 部 品 を 有 す る 人 形 玩 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 模 型 部 品 、 及 び 人 形 玩 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
特 許 文 献 １ に は 、 人 形 玩 具 の 胴 体 部 、 腕 部 、 脚 部 等 の 各 部 位 に 関 節 構 造 を 設 け る こ と が 記  
載 さ れ て い る 。 ユ ー ザ は 、 こ の よ う な 人 形 玩 具 を 所 望 の 姿 勢 に す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 実 開 平 １ － １ ３ ８ ４ ９ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
人 形 玩 具 に お い て 、 あ る 模 型 部 品 と 他 の 模 型 部 品 と が 回 動 可 能 に 接 続 さ れ て い た 場 合 に 、  
他 の 模 型 部 品 を 回 動 さ せ よ う と す る と あ る 模 型 部 品 が 邪 魔 に な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 新 規 の 構 造 の 模 型 部 品 、 及 び 、 当 該 模 型 部 品 を 用 い た 人 形 玩 具 を 提 供 す る こ と  
を 可 能 に す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 模 型 部 品 で あ っ て 、 第 １ の 部 材 と 、 前 記 第 １ の 部 材 を 収 容 し て 回 動 可 能 に 保 持  
す る と 共 に 、 前 記 第 １ の 部 材 を 引 き 出 し 可 能 に 構 成 さ れ た 第 ２ の 部 材 と 、 前 記 第 １ の 部 材  
が 有 す る 軸 部 と 接 続 し 、 前 記 軸 部 回 り に 回 動 可 能 に 構 成 さ れ る 第 ３ の 部 材 と を 含 み 、 前 記  
第 １ の 部 材 の 前 記 第 ２ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 １ の 回 動 面 は 、 前 記 第  
３ の 部 材 の 前 記 第 １ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 ２ の 回 動 面 と 直 交 し 、 第  
３ の 部 材 の 回 動 範 囲 は 、 前 記 第 １ の 部 材 が 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 引 き 出 さ れ た 場 合 に 拡 大 さ  
れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 新 規 の 構 造 の 模 型 部 品 、 及 び 、 当 該 模 型 部 品 を 用 い た 人 形 玩 具 を 提 供 す  
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 模 型 部 品 ２ ０ ０ の 外 観 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 模 型 部 品 ２ ０ ０ を 構 成 す る パ ー ツ の 外 観 の 一 例 を  
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示 す 図 。
【 図 ４ 】 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 模 型 部 品 ２ ０ ０ の 断 面 構 造 の 一 例 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 模 型 部 品 ２ ０ ０ の 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 回 動 範 囲 を  
説 明 す る た め の 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 実 施 形 態 を 詳 し く 説 明 す る 。 尚 、 以 下 の 実 施 形 態 は 特 許 請 求 の  
範 囲 に 係 る 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 ま た 実 施 形 態 で 説 明 さ れ て い る 特 徴 の 組 み 合 わ  
せ の 全 て が 発 明 に 必 須 の も の と は 限 ら な い 。 実 施 形 態 で 説 明 さ れ て い る 複 数 の 特 徴 の う ち  
二 つ 以 上 の 特 徴 が 任 意 に 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。 ま た 、 同 一 若 し く は 同 様 の 構 成 に は 同 一  
の 参 照 番 号 を 付 し 、 重 複 し た 説 明 は 省 略 す る 。 ま た 、 各 図 に お い て 、 紙 面 に 対 す る 上 下 左  
右 表 裏 方 向 を 、 本 実 施 形 態 に お け る 部 品 （ ま た は パ ー ツ ） の 上 下 左 右 表 裏 方 向 と し て 、 本  
文 中 の 説 明 の 際 に 用 い る こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま ず 、 本 実 施 形 態 に 対 応 す る 人 形 玩 具 の 外 観 の 一 例 を 図 １ に 示 す 。 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係  
る 人 形 玩 具 １ ０ ０ の 外 観 を 簡 略 化 し て 示 す 模 式 図 で あ る 。 人 形 玩 具 １ ０ ０ は 、 頭 部 １ １ ０  
、 胴 体 部 １ １ １ 、 腕 部 １ １ ２ 、 腰 部 １ １ ３ 、 及 び 、 脚 部 １ １ ４ の 各 模 型 部 品 を 有 し 、 こ れ  
ら が 結 合 さ れ て 構 成 さ れ て い る 。 個 々 の 部 位 １ １ ０ ～ １ １ ４ の 少 な く と も 一 部 は 、 隣 接 す  
る 部 位 に 対 し て 回 動 （ 或 い は 揺 動 ） 可 能 に 支 持 さ れ る 。 例 え ば 、 頭 部 １ １ ０ は 胴 体 部 １ １  
１ に 対 し て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 腕 部 １ １ ２ は 胴 体 部 １ １ １ に 対 し て 回 動 、 前 傾 、 後 傾 が  
可 能 に 支 持 さ れ る 。 ま た 、 胴 体 部 １ １ １ は 、 腰 部 １ １ ３ に 対 し て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ る 。  
こ の よ う に し て 人 形 玩 具 １ ０ ０ の 各 部 位 に は 関 節 構 造 が 設 け ら れ て お り 、 ユ ー ザ （ 例 え ば  
、 人 形 玩 具 １ の 所 有 者 ） は 、 こ の よ う な 人 形 玩 具 １ ０ ０ を 所 望 の 姿 勢 に す る こ と が で き る  
。 図 １ で は 、 省 略 し て い る が 、 人 形 玩 具 １ ０ ０ に は １ つ 以 上 の 装 飾 部 品 を 取 り 付 け る こ と  
が で き る 。 装 飾 部 品 も 本 実 施 形 態 で 説 明 す る 人 形 玩 具 の 模 型 部 品 と 同 様 に 構 成 す る こ と が  
で き る 。 装 飾 部 品 に は 、 例 え ば 、 剣 や 銃 の よ う な 武 器 や 、 盾 の よ う な 防 具 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
尚 、 本 明 細 書 に お い て は 、 各 部 位 の 位 置 関 係 を 説 明 す る の に 際 し て 、 前 （ 前 方 ） 、 後 （ 後  
方 ） 、 左 （ 左 側 方 ） 、 右 （ 右 側 方 ） 、 上 （ 上 方 ） 、 下 （ 下 方 ） 等 と 記 載 す る 場 合 が あ る が  
、 こ れ ら の 表 現 は 人 形 玩 具 １ を 基 準 と し た 相 対 的 な も の で あ る 。 例 え ば 、 前 は 人 形 玩 具 １  
０ ０ 正 面 側 に 対 応 し 、 後 は 人 形 玩 具 １ ０ ０ 背 面 側 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 形 態 に お い て 、 人 形 玩 具 １ ０ ０ を 構 成 す る 各 模 型 部 品 は 、 Ａ Ｂ Ｓ 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂  
に よ り 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ａ Ｂ Ｓ 以 外 の 他 の 材 質 （ ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス チ レ  
ン 、 熱 硬 化 性 樹 脂 等 ） を 用 い て も よ い 。 更 に は 、 各 模 型 部 品 を Ａ Ｂ Ｓ 等 で 構 成 し た 内 部 パ  
ー ツ と 、 当 該 内 部 パ ー ツ の 外 側 を 覆 う 金 属 材 料 で 構 成 さ れ た 外 部 パ ー ツ と で 構 成 し て も よ  
い 。 外 部 パ ー ツ 同 士 は 基 本 的 に は 直 接 結 合 さ れ ず 、 内 部 パ ー ツ に 対 し て 外 部 パ ー ツ を 結 合  
す る こ と に よ り 、 同 一 の 内 部 パ ー ツ を 介 し て 複 数 の 外 部 パ ー ツ の 相 対 的 位 置 が 決 定 さ れ る  
。 外 部 パ ー ツ 同 士 を 結 合 す る 場 合 に は 、 焼 結 処 理 に よ り 予 め 結 合 さ れ て い て も よ い 。 外 部  
パ ー ツ は 、 例 え ば 、 チ タ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 希 土 類 イ ッ ト リ ア を 混 合 し た 合 金 で 構 成  
す る こ と が で き る 。 但 し 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な く 、 組 み 合 わ せ の 少 な く と も 一 部 が  
異 な る 、 或 い は 、 全 て が 異 な る 他 の 種 類 の 合 金 で あ っ て も よ い し 、 或 い は 、 ア ル ミ ニ ウ ム  
の よ う な 単 一 金 属 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
次 に 図 ２ を 参 照 し て 、 胴 体 部 １ １ １ の 模 型 部 品 の 具 体 的 な 構 成 例 を 説 明 す る 。 図 ２ （ Ａ ）  
は 、 胴 体 部 １ １ １ の 斜 視 図 を 示 す 。 胴 体 部 １ １ １ は 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ て お り 、 以 下  
で は 本 実 施 形 態 の 構 成 に 関 わ る 部 材 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 対 応 す る 関 節 部 分 の  
模 型 部 品 ２ ０ ０ は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ 及 び 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ に よ り 構  
成 さ れ る 。 ま ず 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ は 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部 に 挿 入 さ れ 、 矢 印 ２ １  
１ で 示 す 方 向 に ３ ６ ０ 度 回 動 可 能 で あ る 。 こ の と き 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ と 第 ３ の 部 材 ２ ０  



10

20

30

40

50

JP 7045517 B1 2022.3.31(4)

３ と の 接 続 部 分 は 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部 内 に 収 納 さ れ て い る 。 第 １ の 部 材 ２ ０ １ と 第  
３ の 部 材 ２ ０ ３ と は 、 後 述 す る よ う に 第 １ の 部 材 ２ ０ １ が 有 す る 軸 部 を 回 動 軸 と し て 回 動  
可 能 に 接 続 さ れ て い る が 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 状 態 で は 、 接 続 部 分 が 開 口 部 内 に 収 容 さ れ て  
い る た め 、 回 動 範 囲 が 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に よ り 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ の 部 材 ２ ０ １ は 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に 対 し て 矢 印 ２ １ ２ に 示 す 方 向 に 引 き 出 す こ と が  
可 能 と な っ て お り 、 こ れ に よ り 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う な 状 態 と な る 。 図 ２ （ Ｂ ） に お い て  
は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ が 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ よ り 引 き 出 さ れ て お り 、 こ の 状 態 に お い て 、 第  
１ の 部 材 ２ ０ １ と 第 ３ の 部 材 と の 接 続 部 分 の 少 な く と も 一 部 が 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部  
の 外 側 に 露 出 す る 。 こ れ に よ り 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に よ る 制 約 が 解 消 さ れ 、 第 ３ の 部 材 の 回  
動 範 囲 が 拡 大 さ れ る 。 な お 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ は 依 然 と し て 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に 対 し て 矢  
印 ２ １ １ で 示 す 方 向 に 回 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ （ Ｃ ） は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 回 動 方 向 ２ １ １ に よ り 定 義 さ れ る 回 動 面 １ 、 第 １ の 部  
材 ２ ０ １ の 引 き 出 し 方 向 ２ １ ２ 、 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 回 動 方 向 ２ １ ３ に よ り 定 義 さ れ る 回  
動 面 ２ と の 関 係 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 引 出 方 向 ２ １ ２ は 回 動 面 １ の 法 線 方 向 に 一 致 し 、  
回 動 面 １ と 回 動 面 ２ と は 直 交 し て い る 。 な お 、 回 動 面 ２ は 回 動 面 １ の 回 動 に 合 わ せ て 引 出  
方 向 ２ １ ２ に 沿 っ た 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 と な っ て い る が 、 そ の 場 合 で あ っ て も 回 動 面 １ と  
回 動 面 ２ と の 直 交 関 係 は 変 わ ら な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ 、 第 ２ 部 材 ２ ０ ２ 及 び 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 構 造  
の 一 例 を 説 明 す る 。 図 ３ （ Ａ ） は 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 斜 視 図 を 示 す 。 第 １ の 部 材 ２ ０ １ は  
、 柱 状 の 部 材 で あ っ て 、 上 側 部 材 ３ ０ １ と 下 側 部 材 ３ ０ ２ と が 係 合 し て 構 成 さ れ て お り 、  
上 側 部 材 ３ ０ １ の 頂 部 に は 段 差 ３ ０ １ ｓ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 下 側 部 材 ３ ０ ２ の 底 部  
に も 同 様 に 段 差 ３ ０ ２ ｓ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら の 段 差 は 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部  
内 側 の 段 差 と 係 合 し 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ が 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら 引 き 出 さ れ る 量 を 規 定 し  
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 第 １ 部 材 ２ ０ １ は 、 上 側 部 材 ３ ０ １ と 下 側 部 材 ３ ０ ２ と を 接 続 す る 軸 部 ３ ０ ３ を 有  
す る 。 軸 部 ３ ０ ３ は 、 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 開 口 部 ３ ０ ５ を 貫 通 し 、 こ れ に よ り 第 ３ の 部 材  
２ ０ ３ は 軸 部 ３ ０ ３ を 回 動 軸 と し て 軸 周 り に 回 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ （ Ｂ ） は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 回 動 可 能 に 収 容 す る 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 斜 視 図 を 示 す  
。 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ は 筒 状 の 部 材 で あ っ て 開 口 部 ３ ０ ４ を 備 え る 。 開 口 部 ３ ０ ４ の 内 壁 は  
、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 外 形 に 沿 っ た 筒 状 の 形 状 を 有 し て お り 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 柱 状 部  
分 と 接 触 す る こ と で 一 定 の 摩 擦 力 を 生 じ 、 こ れ に よ り 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 任 意 の 回 動 位 置  
に お い て 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ （ Ｃ ） は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 回 動 可 能 に 収 容 す る 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 斜 視 図 を 示 す  
。 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 軸 部 ３ ０ ３ が 貫 通 す る 開 口 部 ３ ０ ５ を 有 し 、  
軸 部 ３ ０ ３ 周 り に 回 動 可 能 に 第 １ の 部 材 ２ ０ １ と 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ は 、  
人 形 玩 具 １ ０ ０ の 腕 部 １ １ ２ と 回 動 可 能 に 接 続 す る た め の 接 続 部 材 ３ ０ ６ を 有 す る 。 接 続  
部 材 ３ ０ ６ は 球 形 状 を 有 し て い る が 、 接 続 部 材 ３ ０ ６ の 形 状 は 球 状 に 限 ら れ ず 、 筒 状 、 柱  
状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 図 ４ を 参 照 し て 、 模 型 部 品 ２ ０ ０ の 断 面 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ （ Ａ ） は 、 模 型  
部 品 ２ ０ ０ を 上 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 図 ４ （ Ｂ ） 及 び 図 ４ （ Ｃ ） は 、 図 ４ （ Ａ ） の Ａ － Ａ '  
断 面 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ４ （ Ｂ ） は 、 第 １ の 物 品 ２ ０ １ が 第 ２ の 物 品 ２ ０ ２ の 内  
部 に 収 容 さ れ た 状 態 の 断 面 図 を 示 し 、 図 ４ （ Ｃ ） は 、 第 １ の 物 品 ２ ０ １ が 第 ２ の 物 品 ２ ０  
２ の 内 部 か ら 引 き 出 さ れ た 状 態 の 断 面 図 を 示 す 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ （ Ｂ ） に お い て 、 第 １ の 物 品 ２ ０ １ は 、 第 ２ の 物 品 ２ ０ ２ の 内 部 に 収 容 さ れ て お り 、  
上 側 部 材 ３ ０ １ の 段 差 ３ ０ １ ｓ 及 び 下 側 部 材 ３ ０ ２ の 段 差 ３ ０ ２ ｓ と 、 第 ２ の 物 品 ２ ０ ２  
の 開 口 部 の 内 壁 に 設 け ら れ た 段 差 ２ ０ ２ ｓ と が 接 触 し て い な い 。 こ の 状 態 か ら 第 １ の 部 材  
２ ０ １ が 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら 引 き 出 さ れ る と 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ の 上 側 部 材 ３ ０ １ の 段  
差 ３ ０ １ ｓ 及 び 下 側 部 材 ３ ０ ２ の 段 差 ３ ０ ２ ｓ が 、 第 ２ の 物 品 ２ ０ ２ の 開 口 部 の 内 壁 に 設  
け ら れ た 段 差 ２ ０ ２ ｓ に よ り 係 止 さ れ 、 図 ４ （ Ｃ ） の 状 態 と な る 。 第 １ の 部 材 ２ ０ １ は 、  
段 差 ３ ０ １ ｓ 、 ３ ０ ２ ｓ が 段 差 ２ ０ ２ ｓ に よ り 係 止 さ れ る と 、 そ れ 以 上 引 き 出 す こ と が で  
き な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 図 ５ を 参 照 し て 、 模 型 部 品 ２ ０ ０ に お い て 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に  
収 容 し た 状 態 と 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら 引 き 出 し た 状 態 と で 、 第 ３ の  
部 材 ２ ０ ３ の 回 動 範 囲 が 異 な る こ と を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ （ Ａ ） は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ が 点 線 で 示 す 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に 収 容 さ れ た 状 態 に お い  
て 、 模 型 部 品 ２ ０ ０ を 上 側 か ら 見 た 状 態 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ は 矢 印  
で 示 す 方 向 に 回 動 す る こ と が で き る 。 こ の 回 動 の 範 囲 は 、 図 ５ （ Ｂ ） 及 び （ Ｃ ） に 示 す よ  
う に 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に 収 容 し て お く か 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら 引  
き 出 す か に よ っ て 異 な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま ず 図 ５ （ Ｂ ） で は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ に 収 容 し た 状 態 に お い て 第 ３  
の 部 材 ２ ０ ３ を 回 動 さ せ た 場 合 の 回 動 範 囲 ５ ０ １ の 一 例 を 示 し て い る 。 こ の 場 合 、 第 ３ の  
部 材 ２ ０ ３ は 、 実 線 で 示 す 位 置 か ら 点 線 で 示 す 位 置 で 特 定 さ れ る 回 動 範 囲 ５ ０ １ で 回 動 す  
る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ と 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ と の 接 続 部 分 が 点 線 で  
示 す 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ 内 に 収 容 さ れ て い る た め 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部 付 近 に よ り 第  
３ の 部 材 ２ ０ ３ の 回 動 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ れ に 対 し 図 ５ （ Ｃ ） の よ う に 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら 引 き 出 し た 状 態  
に お い て は 、 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ は 、 実 線 で 示 す 位 置 か ら 点 線 で 示 す 位 置 で 特 定 さ れ る 回 動  
範 囲 ５ ０ ２ で 回 動 す る こ と が で き る 。 こ こ で は 、 上 述 の 接 続 部 分 が 少 な く と も 部 分 的 に 第  
２ の 部 材 ２ ０ ２ の 開 口 部 の 外 側 に 露 出 し て い る た め 、 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ が 第 ２ の 部 材 ２ ０  
２ の 開 口 部 に よ り 制 約 を 受 け ず 、 回 動 範 囲 ５ ０ ２ を 回 動 範 囲 ５ ０ １ よ り も 拡 大 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 述 の 実 施 形 態 に 対 応 す る 模 型 部 品 に よ れ ば 、 第 １ の 部 材 ２ ０ １ を 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ か ら  
引 き 出 す こ と に よ り 、 第 ２ の 部 材 ２ ０ ２ が 第 ３ の 部 材 ２ ０ ３ の 回 動 の 邪 魔 に な ら ず 、 回 動  
範 囲 を 拡 大 す る こ と が で き る の で 、 人 形 玩 具 の 姿 勢 を よ り 柔 軟 に 変 形 さ せ る こ と が 可 能 と  
な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 模 型 部 品 ２ ０ ０ を 人 形 玩 具 １ ０ ０ の 肩 関 節 の 部 材 と し て 利 用  
す る 場 合 を 主 に 説 明 し た が 、 模 型 部 品 ２ ０ ０ の 適 用 範 囲 は 肩 関 節 に 限 定 さ れ る も の で は な  
く 、 人 形 玩 具 １ ０ ０ の 関 節 機 構 と し て 任 意 の 位 置 で 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
発 明 は 上 記 の 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 、 種 々 の 変 形 ・  
変 更 が 可 能 で あ る 。
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【 要 約 】
【 課 題 】 他 の 模 型 部 品 の 回 動 の 邪 魔 に な ら な い よ う に 変 形 が 可 能 な 模 型 部 品 を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 模 型 部 品 で あ っ て 、 第 １ の 部 材 と 、 前 記 第 １ の 部 材 を 収 容 し て 回 動 可 能 に 保  
持 す る と 共 に 、 前 記 第 １ の 部 材 を 引 き 出 し 可 能 に 構 成 さ れ た 第 ２ の 部 材 と 、 前 記 第 １ の 部  
材 が 有 す る 軸 部 と 接 続 し 、 前 記 軸 部 回 り に 回 動 可 能 に 構 成 さ れ る 第 ３ の 部 材 と を 含 み 、 前  
記 第 １ の 部 材 の 前 記 第 ２ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 １ の 回 動 面 は 、 前 記  
第 ３ の 部 材 の 前 記 第 １ の 部 材 に 対 す る 回 動 方 向 に よ り 定 義 さ れ る 第 ２ の 回 動 面 と 直 交 し 、  
第 ３ の 部 材 の 回 動 範 囲 は 、 前 記 第 １ の 部 材 が 前 記 第 ２ の 部 材 か ら 引 き 出 さ れ た 場 合 に 拡 大  
さ れ る 。
【 選 択 図 】 図 １
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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